
｢ 女の平和｣ ピ ー ス アクシ ョ ンみやぎ 講演会

｢ 安保法制
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13:30 ～ 16:00 参鵬矧洞
仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー

6 F セ ミ ナ ー ホ ー ル

(地下鉄南北線広瀬通駅西5 番出口すぐ)

講師 井筒 高雄さん
( 元 自 衛 官)

1 9 8 8 年 ､ 自衛隊 に入隊｡ ｢ 1 人が 1 0 人分の力を発揮

する｣ と言われる レンジャ ー 隊員となる｡ 定年退職まで

在任できる 3 等陸曹に昇進するも､ 1 9 9 2 年､ 自衛隊の

海外派兵を容認する P K O 法が成立 ｡ 1 9 9 3 年 ､ 武器 を

も っ て 海外で任務遂行する ことは ｢ 契約違反｣ と依願退

職｡ 各地の集会や講演会 にて ｢若者に戦争をさせない｣

発言を展開中｡

どこへ向かう?日本
j≡L ±

えること､ 言いたいこと-

｢ 安全保障関連法｣ (安保法制) は､ 昨年 9 月
1 9 日に国会成立､ 今年 3 月 2 8 日か ら発効

しま したが､ 国内の 奮法学者の 9 5 % 以上が

こ の内容はそもそも憲法違反であると批判 し

て います｡

田本 は憲法 9 条で ｢ 再び戦争は しな い､ 武

器は持たない､ 使わない｣ と定めてい ます｡

しか し､ この法律は自衛隊が ｢ い つ で もど

こでも誰とでも海外で武力行使できるように

する｣ ことが中心にな っ て います｡
この秋には激しい 内戦状態にある南ス ー ダ

ンに北部方面隊が送られる予定です｡ 初めて

安保法 にもとづく P K O 法が発動され､ ｢ 駆け

つ け警護｣ などの危険な任務が課せられます ｡

これまで ｢ 正当防衛｣ のためとされていた武

器使用が大幅に緩和され､ 戦闘に巻き込まれ

ることは必至です｡

東日本大震災で､ 被災地の人々 の いのちと

< ら しを支えてくれた自衛隊の若者たちを戦
場に送りたくありません ｡

井筒さん のお話か ら､ 安保法制の危険性と､
その先で日本が どんな道を歩むこ とになるの

か考え合いたい と思い ます｡

男女を問わずどなたでもご参加下さい

｢女の 平和｣ ピ ー

ス アク シ ョ ン みやぎ 連絡先 0 90 - 5 8 3 2 一 朗3 6

私たちは ｢ 戦争はタメ｣ の 一 点で活動する個人の集まりです ｡ 命へ の 感度が高い女性達で

まず声を上げる ことで ､ こ の世界か ら戦争を無く していきた いと活動 して います｡



｢ 戦争はイヤ｣ の思 い を声に!

日本は憲法9 条で ｢ 再び戦争はしない ､ 武器は持たない ､ 使わない｣ と定めて い ます｡

昨年 9 月 19 日 ､ 意法学者の大多数が これに反すると指摘 した ｢ 安保法制｣ が成立 しま した ｡

こ の 法律は､ 自衛隊が世界中どこ で でも､ い つ で も､ 武力行使 できるようにするため の もの

です ｡

2 0 1 2 年､ 自民党からは､ この憲法 9 条を中心に国の在り方をおおきく変えるための ｢ 憲法

草案｣ が出されました｡

他国の戦争に参加するための安保法制や この改憲草案は､ 平和主義､ 国民主権などの現行意

. 法の柱を揺らがすものです ｡

国の在り方を定める憲法をどうするか､ 決めるの は主権者である私たちです｡

これからもずっ と非戦の国であり続けるため に､ 声をあげて い きま し ょう｡

｢ 女の平和｣ ピ ー スアクシ ョ ンみやぎ

2 0 1 5 年 ､ 1 月 1 7 日 ､ 赤い衣服を身に付けた 7 0 0 0 人以上の女性たらが国会議事堂を取り巻きま した｡

アイスラン ドで女性たちが立ちあが っ た
′′

レ ッ ドス トッ キング〟 の戦い の史実 に思いを重ね ｢ 戦争へ の道を

歩まない で ! ｣ と女性たらからの抗議の レッ ドカ ー ドで した｡

｢ 女の平和｣ ピ ー ス アクショ ンみやぎは､ こ の動きに呼応 し､ ｢ 戦争はイヤ! ｣ ｢ もう黙 っ てい るわけにはい

かない｣ との思い を持ら寄り､ こ こ宮城からも大きく声をあげるための ｢ 個人｣ の集まりで す｡

平和を願 う気持らに男女の差はありませんが ､ 命へ の感度が強い女性たちが､ まず しっ かり声をあげてい

きたいと活動しています｡

呼びか什人 ･ 賛同人

相澤歌 相良長栄 青木玲子 赤間和子 赤間政子 秋山恵子 浅井時子 浅野昭子 浅野智恵子 浅野綾子 安達喜美子

姉歯けい子 油谷苗子 天下 みゆき 天野清子 荒川節子 飯塚尚子 五 十嵐栄子 五 十嵐洋子 池原亮子 池町江美子

居坂幸 居坂なほみ 石垣就子 石井美恵子 石川桂子 石村英明 板橋孝子
一

戸葉子 伊藤恭子 伊藤俊子 伊藤智恵

伊藤とよ子 伊藤真由美 伊藤美智子 伊藤文枝 伊藤由子 入 間田範子 岩沢悪手 岩渕彩子 上原敏子 丑田美代子

内海雅子 宇塚敬子 梅津加知子 楳林由美子 浦田文子 遠藤いく子 遠藤恵子 遠藤みよ子 大内まち子 大内真理

大木れい子 大坂允子 大関悪手 近江千賀子 太白美佐子 太田祐子 大友恵美子 大山あけみ 大湊秀子 岡康子 岡

崎トミ子 岡村朋子 尾形きみ江 尾形とし子 小貫旨千恵子 奥津栄子 奥山悦子 大越弘美 大瀧りう子 大竹康子 大

庭容子 小山内直美 小澤か つ 大槻やす子 小野ともみ 小野七瀬 小野亮子 小野寺久美子 小幡正 子 小畑光子 小

畑英子 小山和子 小山まゆみ 小山美知子 小山祐子 織原明江 貝塚順子 加々男らず子 方野紀代子 加藤千穂子
加藤益子 加藤博子 勝又治子 門井和子 門脇佐栄子 叶篤子 鹿股明子 鹿股信子 中野典戸 ･ 頒 内あつ子 鎌田世津

子 鎌田さゆり 鎌田光子 神栄子 上西雅江 金子常義 唐木ともみ 河相治子 川名直子 川

手 菊地映子 菊地悦子 北原靖子 北村葉書子 木田紀子 木村祐子 工藤 しげ 熊谷富代子 囁
菅野和美 菊田絹

貞子 下道弘子 小

池瑞 小 島妙子 小杉害悪子 児玉芳江 小林真知子 小 針英子 紺野昭子 今野喜代子 今野ツヤ子 金野寿代 昆野ひ

ろみ 斎川小百合 索藤敦子 斎藤昭子 斎藤和子 斎藤境子 斎藤恵子 斎藤孝子 斎藤俊子 斎藤宣子 棄藤泰子 斉

藤義子 酒井文子 榊原征 坂下やす子 嵯峨サダ子 佐川和子 佐久間敬子 佐々木郁子 佐々木映子_ 佐
々木久美

佐々木久美子 佐々木治代 佐々木政枝 佐々木政子 佐々木ゆきえ 佐藤京子 佐々 原和子 佐藤悦子 佐藤和子 佐藤

静江 佐藤幸子 佐藤澄子 佐藤妙子 佐藤多恵子 佐藤千鶴子 佐藤千代子 佐藤豊子 佐藤宏子 佐藤照子
､
一催 藤紘子

佐藤博子 佐藤信 佐藤政子 佐藤美智子 佐藤光子 佐藤康子 佐藤優子 佐藤祐子 佐藤洋吉 佐藤理絵 佐藤留美子

佐藤礼子 里見まり子 猿谷澄江 ≡ 田福子 鹿戸佳子 雫石章子 志日佳子 篠原ひろみ 清水厚子 清水幸子 庄司あ

かり 庄子雅子 下 平道子 菅井京子 菅原明代 菅原栄子 菅原美智子 すげの 直子 鈴木話手 鈴木純子 鈴木智子

_ 鈴木はるみ 鈴木博子 鈴木ふみ 鈴木ハ重子 鈴木由美 鈴木よ し子 鈴木ラク子 鈴木ゆう子 須藤道子 高野和子
高橋悦子 高橋悦子 高橋克子 高橋美恵子 高橋道子 高橋京 高橋幸子 高橋由美子 高樋貞子 高平美恵子 高見の
り子 高屋真弓 滝 口恵美 田島憲子 竹内貞子 立谷邦江 -. 多田啓子 龍淵和佳子 谷 戯 宗; 千坂みとり 鶴田秀子

∴
､

干葉加代 干葉清子 千葉やす子 珍田洋子 出浦由美子 出相和手 塚日久美子 辻畑めぐみ 豊岡あさ子 戸枝慶 富
ゝ

樫三 千子 戸津川はるみ 富川洋子 富永智津子 中嶋蓉手 長須賀直子 中田悪手 中谷徳子 長崎邦子 長沼干恵 永

沼幸枝 名雪洋子 虹乃美稀子 西澤晴代 西原典子 新田久美子 = 関和枝 二 宮律子 沼倉優子 沼蓮厚子 ㍉野呂アイ

芳賀美恵子 羽田久美子 畑井紀代子 橋本とも 橋本由美子 林直子 早坂友楓 二 早坂美恵子 原谷実紀子 ひぐらのり

こ 樋口 歳子 平居淑子 藤井美枝子 福島かずえ 藤淑恵 藤田紀子 ふなや 麺 襲 布闇きみよ ふるも
き 本郷 しずい 本城房子 本臼永久子 前野久美子 正木クニ 幕田和子 舛西垣葵子 増巳のり子 松浦.

和子 星

子 松田悦子 松本ムネ子 松谷三書手 三浦君子 三浦美季子 三浦康子 水落孝子 水沢冨士江 宮野幸子 村

村上久美子 村上園子 村口 重代 村主由美 目黒美智子 本島千代子 守屋久美子 宮田敬子 門間久美子 安田由糸

山内あ･き子 山口
･京子 山口 端子 山形潔子 山田いずみ 山田敏江 箭内恭子 山本靖子 結城和子 ゆさみゆき 吉

悦子 渡部公康 渡遥孝子 渡辺智子 渡辺紀 渡辺ふさ子 渡部やす子 渡辺康子 若有恵美子▼ 和偲 多賀子

2 0 1 6 ･て豪二j 4p 名

(ご賛同下さる方はお知らせください)




